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１．はじめに 
１－１．研究の背景と目的 
近年、地区の個性や魅力づくりによる地域の活性化を目

指して、街並み景観の整備が進められている。まちづくり

の現場においても景観を含めた議論が行われており、地域

の特性に合わせた取組みが期待されている。これまで、歴

史的な街並み等を有する地域の取組みは活発に進められて

おり 1)、その研究報告も多数みられる。一方、一般の既成

市街地においては、景観計画を規定する要素が周辺環境や

歴史性との調和、賑わいなど幅広く多岐にわたるため、特

に街並みの明確な目標像が見出しにくく、合意形成の難易

度も高いといえ、その取組みの必要性が高まっている。特

定の建築形態を持たない一般的な市街地では、いかに都市

の個性や独自性をつくっていくかが重要な課題となってお

り、地域のポテンシャルを把握した上で、全国的にほぼ共

通に見られる数値的基準だけでなく、住民の記憶や生活が

つくり出してきた事象を、いかにして景観形成へと展開し

ていけるかが重要であると考える。 
平成 16年に景観法が施行されてから、従来の景観条例に
基づく景観計画に並行して、法的措置を備える景観法に基

づく景観計画の取組みが進められており、その整合性を図

る必要があり、既往条例を含めた景観計画改定時機に直面

している。その際、計画策定自体を主目的としたり、マニ

ュアル化を重視するがために基準が画一的傾向にあること

が懸念される。今日各地域の自主性に委ねられている景観

計画は、地区の個性ある環境や景観を向上するための能動

的な役割が期待されており、そのための手順や方策を明ら

かにし、多様性を高めることは重要である。 
本考察はこのような観点から、既往の景観計画のガイド

ライン事項を調べ、その傾向や課題を検証した上で、筆者

らが専門家として住民主体による地区レベルの計画策定に

関わった(1) 敦賀市舟溜まり地区を対象として、引き続き実
施された固有の景観を尊重した景観形成推進計画の策定に

向けた、景観まちづくりワークショップ（以後ＷＳと表記）

における経験から得られた、景観計画づくりに係る知見的

な成果について言及することを目的とする。 
１－２．既往研究 
景観整備に関する研究には、外観規制の表現方法による

影響を検討した研究 2)や、景観計画の運用実態と課題を明

らかにした研究 3)があるが、いずれも外壁や屋根、色彩が

主な対象となっている。景観計画の構成とその運用実態に

関する研究 4)や、景観形成基準の実態と課題を考察した研

究 5)では、基準の決め方や運用方法、景観形成基準の明示

性を重要視しつつも、景観像が明確な地域においてであり、

一般市街地における応用の必要性に言及している。また、

住民参加による景観形成制度の過程を明らかにした論文に

おいては、岐阜県古川町の事例 6) や福岡県八女市の事例 7)

があるが、いずれも伝統的建築物を継承している地域であ

り、一般市街地における景観計画の形成過程や、具体的な

デザイン基準のあり方が課題として残っている。 
また、一般市街地における住民主体の景観形成を支援す

る先進的な事例としては、平成14年に施行された埼玉県戸
田市の都市景観条例における三軒協定制度があるが、その

主な研究 8)9)によると、三軒協定の日常的で身近な環境づく

りを援助する制度としての効果について言及している。し

かしこの事例では、築５年程度の建築物から構成される地

域における制度活用がほとんどであり、またその協定内容

は現在のところ「植栽」の枠組みのみとなっており、建築

景観計画における地域の固有性と内発性を生かした景観形成基準に係る一考察 
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表２.地域性を意識した工夫のみられる主な項目 

景観計画名称 地域・地区 事項 基準内容

運河沿いの屋根勾配は、運河側への流れとするよう努める

歴史的建造物の形態を踏まえ、破風やドーマーなどのデザ
インに工夫を凝らし、周辺の街並みに配慮する

軒
市道浅草線や本通線沿いでは、歴史的建造物にある蛇腹を
設けるなど単調な軒とならないよう努める。

屋根
屋根は、積雪寒冷地のルールを守り歩道部分及び隣接地に
雪等が落ちないよう工夫する

材質・
その他

内外の仕上げや外構、舗装等には、地場産の素材(木材、ホ
タテ貝殻活用建材等)の使用に努める。

意匠 中町については蔵を意識した外観にする。

配置
お城地区：生活に不便を感じぬ程度に旧設備を保存（井
戸、水洗場、石垣等）できるよう、配置を工夫する。

上越市景観形
成計画（H17.7)

安塚区
照明
演出

静かな夜の雪景色が演出できるよう、建物に玄関灯を一つ
以上付ける

金沢市こまちなみ

保存条例（H6）

旧観音町
区域

広告物 のれん等伝統的意匠・素材を基調とする

照明
方法

格子からの漏れ灯りや障子越しの灯り等を活用し、歴史的景
観の演出を図る

形態・
意匠等

提灯や行灯等の伝統的な灯りをイメージし、歴史的景観の
趣を高めるような意匠の採用を検討する

その他
伝統的な街並みの魅力を高めるため、灯りを活用した伝統
的な行事を開催する等の演出を検討する

擁壁は、野面石積みとする

郵便受・牛乳入等は、建物の外壁と調和した色彩や木製の
ルーバー等で修景する

外壁 低層部は、開口部を広くとるなど、明るく開放的な意匠とする

色彩
色彩：外壁等の一部に清水港を代表する色（シンボルカ
ラー）として、別表の色彩（アクアブルー及び白）を用いるよう
に努めるものとする

伊賀市景観計
画（H20.4)

伊賀市
寺町地区

塀・
垣根等

白壁が連続する落ち着いた寺院景観が印象深い地区であ
り、原則として白の漆喰塗りの土塀または垣根とする

近江八幡市
水郷風景計画
（H17.9)

旧集落地区
その他
工作物

船、ボートなどは、和風のデザインを原則とし、光沢のある仕
上げを避け落ち着いた色調とすること

鳥取市
景観計画
（H20.3)

鹿野城下町
景観形成
重点区域

外観

・郵便受は、金属製（赤色の既製品）を廃止し、地区で統一
されたものを極力工夫すること
・表札は金属製を廃止し、自然素材（石・木・竹等）を用い、
形態等を工夫すること
・行灯は自然素材（石・木・竹等）を用い、地区で統一された
もので極力形態等を工夫すること

尾道市
景観計画
（H19.4)

尾道市
景観地区

低層部
の形態

海辺市街地ゾーンにおいては、隣地からの外壁の後退や１
階部分へのピロティ構造の導入、窓面などを通して海が見え
るようにするなど、市街地側から尾道水道への透視性を確保
すること

宇部市
景観計画
（H19.4)

重点地区 屋根
屋根は調和の取れた美しい屋根並みを作り出すため、屋根
材は同一の瓦製品を使用し、形状は3.5 寸勾配の北下がり
片流れで、できるだけシンプルな意匠とする

山鹿市景観計
画（H20.12)

豊前街道
山鹿地区

外観・
意匠

江戸末期～大正年間に建てられた建築物の様式を参考と
し、そのデザインを判りやすく継承したものとする

別府市景観計
画（H20.3)

温泉市街地
景観地域

外構・
緑化

塀などを設ける場合は、別府石や竹垣など地域の特性を活
かした素材を使用するように努める

浦添市景観ま
ちづくり計画
（H20.12)

仲間
重点地区

素材
赤瓦や琉球石灰岩など地域性をあらわす素材を効果的に活
用し、浦添グスク周辺にふさわしい素材の活用に心がけるこ
ととする

工作物
重点地区
宇津ノ谷地
区

屋根

豊浦
本町通り
地区

小樽歴史
景観区域

歴史的景観
保全区域

重点地区
お城南地区

小樽市
景観計画
（H21.2)

豊浦町美しい
まちなみ景観
づくり要項
（H13.2)

重点地区
日の出地区

静岡市
景観計画
（H20.4)

松本市景観計
画（H20.4)

金沢市夜間景
観形成条例
（H17.9)

物のデザインにおける制度活用については、今後の適用可

能性や誘導が重要であることを示唆している。そこで本考

察では、一般既成市街地における建築物の景観計画づくり

として、具体的には、１）景観計画策定に至るＷＳの設定・

役割・進行、２）地域固有の景観を保全・活用・創造して

いくための計画内容・景観形成基準といった２つの視点か

ら整理することとした。 

 
２．景観条例・景観計画に関する知見 
２－１．既往の景観計画の調査対象と方法 
  まず、景観計画における自治体の独自性ある取組みの検
証を行うため、Web 上に公開されている情報から、（財）都

市づくりパブリックセンターが調査した景観に関する条例

を制定している市町村において、平成20年度末までに策定

された 202 件の景観計画（内、景観法に基づく景観計画は

127件）を調査対象として、複数の地区に分類して定められ

たものも含めて、景観形成基準に見られる地域固有の項目

について抽出することとした。また、規制ではなく住民の

合意形成に基づく、地域の特性をより活かした景観づくり

条例として景観形成住民協定もあるが、このうち平成20年

度末までに全国でもっとも多く締結している長野県（161

件）、滋賀県（86件）、島根県（61件）の上位３県において、

協定書にみられる協定内容、および担当課への電話でのヒ

アリングによって、取組みの実態調査を行った(2)。 

２－２．景観計画に見られる独自性 
（１）地域性を考慮した景観形成基準の内容 
各自治体の制度はそれぞれ独自の条例・規制等に基づく

ものであり、単純に比較することは困難であるが、地域性

に関わらず景観に影響を及ぼすといえる、色彩や高さ、緑

化に関する一般的な項目以外に、主に地域環境の特徴をと

らえて、地域の固有性を創出するために設定されている項

目に注目して抽出した。特に多く見られる基準が、「周辺と

の景観との調和」「主要な眺望地点からの配慮」といった定

性的な表現であり、ほとんどの自治体で指定している。そ

の中で、酒田市の山居倉庫周辺地区や小樽市の歴史景観区

域といった、ガイドラインの基調となるような歴史的建造

物が存在する地域では、歴史的建造物を基準として、主に

表１に見られるような意匠・形態や高さ、色彩を制限する

項目を設定している。 

一方、特に歴史的建造物を基調にせずとも、より具体的

な内容による地域性を創出する工夫ある項目としては、表

２に示す通りで、伊賀市の「白壁が連続する落ち着いた寺

院景観が印象深い地区であり、原則として白の漆喰塗りの

土塀または垣根とする」や、宇部市の「屋根は調和のとれ

た美しい屋根並みを作り出すため、屋根材は同一の瓦製品

を使用し、形状は3.5寸勾配の北下がり片流れで、できるだ
けシンプルな意匠とする」といった建築の工法を指定した

ものや、豊浦町の「内外の仕上げや外構、舗装等には、地

場産の素材(木材、ホタテ貝殻活用建材等)の使用に努める」、
別府市の「塀などを設ける場合は、別府石や竹垣など地域

の特性を活かした素材を使用するように努める」のように、

地域特有の素材を指定するものが注目される。また、ソフ

ト的な活動提案を基準として定めているものに、金沢市の

「伝統的な街並みの魅力を高めるため、灯りを活用した伝

統的な行事を開催する等の演出を検討する」とした夜間景

観形成条例があり、重点地区や夜間景観といったように範

囲や対象が限定されることで、将来像や効果が明確になり、

より独自性ある計画が推進されている。 
 

表１.歴史的建造物を基準とした主な項目の内容表現 

項目 主な基準の表現

位置・規模 歴史的建造物に配慮した位置・規模とすること

高さ 歴史的建造物に配慮した高さ制限、調和する高さとすること

意匠・形態 歴史的建造物と調和した意匠・形態とし、伝統的意匠をとりいれること

屋根形態 歴史的建造物に合わせた勾配とすること

軒 歴史的建造物と調和した軒の出とすること

色 周辺の歴史的建造物の色彩を基調とすること

装飾 歴史的建造物に施されている装飾を設置するよう努める

素材 歴史的建造物を基調とした素材を使用するよう努める

開口部 歴史的建造物に施されている窓を設置するよう努める

※例えば、『山居倉庫、本間家旧本邸、旧鐙屋などの歴史的な雰囲気と調和した、和風の落ち
着いた外観、意匠に配慮すること』（山居倉庫周辺地区：酒田市景観計画H20.2）や、『窓、出
入口などの開口部は、歴史的建造物に施されている装飾アーチや縦長窓などを設置するよう
努める』(小樽歴史景観区域：小樽市景観計画H21.2）などがあげられる。
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（２）条例に基づく景観形成に係る住民協定 
 自治会や町内会レベルで取り決めを結ぶことができる住

民協定では、長野県・滋賀県・島根県とも沿道景観や広告

物、緑化に関する基準が多く、特に長野県の住民協定では、

清掃や植栽や花の管理といった緑化活動、沿線の美化、施

設の維持管理等のソフトな活動に関するものが大半である。

島根県の住民協定においても、最近になって締結された「江

津本町第２自治会赤瓦のあるまちづくり協定（H17.9）」と
「江津本町地区まちづくり協定（H18.9） 」の2件の協定で
初めて、赤瓦を使用するといった地域の素材の利用をうた

うなど、建築に関する詳細な基準が設けられたところであ

る。滋賀県では、「近隣景観形成協定」として昭和 59 年の
風景条例に基づくもので、最初に認定された協定は昭和 60
年度であり、景観法以降、景観条例に移行している。その

ため、「建築デザインマニュアル」を作成した長浜市の例(3)

を除いては、ほとんどが「建築物」については“勾配屋根”

や“調和した落ち着いた色”といった一般的に見られる内

容となっており、「敷地の緑化」や「公共地の緑化および美

化」の項目の方に重点が置かれている。 
（３）景観形成基準にみられる特性と課題 
各市町村が設定している景観形成基準の特徴を把握した

が、「～と調和した」、「～に配慮した」といったような定性

的な表現以外で、地域独自の環境に基づいた特徴ある基準

としては、素材の指定や仕上げ方法、工法を特定したもの

が多く見られた。また、行政界全域を景観計画区域とする

広範囲を対象とした景観計画よりも、重点地区や指定区域

として特定の地域を指定している景観計画において、より

具体的な記述が多かった。これは、それらの地域が歴史的

景観を有する地域であることが最大の要因であるといえる

が、対象範囲が絞られるため、住民に対する事前協議が充

実していたことも背景にある。一方、電線地中化事業や道

路拡幅事業などをきっかけに締結されることが多い住民協

定では、緑化や清掃活動等のアダプト的な項目に重点が置

かれており、建築物のデザインを含む住民の景観意識の向

上に向けて、より充実した取組みが必要であるといえる。 
 
３．敦賀市舟溜まり地区の事例研究 
３－１．舟溜まり地区の概況 
舟溜まり地区は、敦賀駅から約 1.5km で敦賀港の内港に
位置し、現在、中心市街地活性化法に基づく基本計画にお

いて、新たな集客エリアとしての位置づけがなされている
(4)。魚市場や越前ガニ由来の海産物問屋等の漁業に関する

建物が立地する蓬莱地区と、その時代の衆知が集められ時

代の特質が結集した建物として、近代建築の敦賀市立博物

館（旧大和田銀行）と敦賀酒蔵を代表とする木造和風建築、

および一般的な建物が共存する相生地区からなる（図１）。

相生地区に見られる「角蔵」は、敷地の奥に建てられてい

る土蔵で、通りからの景観には直接作用しないが、住民の

愛着が深い地区の特徴ある建築物である。表３に両地区の

建築物の状況を示す。特に蓬莱地区では伝統的な面影の残

る木造店舗はほとんど残っておらず、古くからの魚まちの

継承が課題となっている。 

３－２．これまでの経緯 
平成 14年からＷＳの実施、平成 18年 6月には敦賀市景
観条例が制定され、本地区では景観計画・景観形成協定の

検討がされてきたが、地区内関係者の合意形成が図れず見

送られた。その後平成18年 7月から魚市場の改築を契機と
して舟溜まり周辺景観ＷＳを開催し、様々な組織の境界を

瓦解して共通基盤を構築し、舟溜まり地区一帯の整備計画

を取りまとめた。その効果として、平成20年3月には敦賀
駅周辺から敦賀港までを含めた総合的な整備による、「港都

敦賀賑わい交流地区」において、「都市再生整備計画」が策

定され、事業的裏付けを獲得できた。以降、共有した空間

像の実現のための推進主体の構築と継続した活動を課題と

してきた。本ＷＳは、これまでのＷＳで確立された目標像

を受け、舟溜まり地区を相生地区の博物館通りと蓬莱地区

のお魚通りの２地区に分けて、個別に進められた。なお現

地でのＷＳの期間は、平成 20年 8月～平成 21年 3月にか
けて各 4回ずつの計8回である。 
３－３．舟溜まり地区の景観計画策定の立案過程 
（１）相生地区（博物館通り） 
相生地区は、かつては敦賀市随一の商店街であったが、

現在は住宅地が多く存在する地区である。そのためＷＳ初

期には、賑わいよりも道路や融雪装置の整備といった要望

図1.景観計画の区域と建築物の特徴 

伝統的町家の面影が残る和風建築物 11 13.4% 5 13.5%
商業業務ビル・サービス施設等 8 9.8% 9 24.3%

一般建築物 52 63.4% 23 62.2%
角蔵（敷地の奥に建てられている土蔵） 4 4.9%

（博物館通り） （お魚通り）
伝統的町家（敦賀酒蔵含む）

近代建築物（敦賀市博物館）

建築物種別
相生地区：８２ 蓬莱地区：３７

＊パーセンテージの母数は各地区の建築物の総数

1 1.2%

6 7.3%

表３.２地区の建築物の構成 
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図３.住民が持ち寄った写真

前掛け　　　　　　　　　　　　    山車の巡行

出典：図２に同じ

や、生活環境の固持・改善を主張していた。しかし、舟溜

まり地区一帯の取組みの必要性や、お祭りには山車が通る

など歴史文化を伝える地区の特性の確認、身近な取組みか

らのまちづくりの重要性等、段階的なＷＳや個別のヒアリ

ングを重ねた結果、住民に共有されている当時の商店街と

しての追想や、来訪者を迎え入れる気持ちを持っているこ

とが確認できた。特に女性住民の気運が高まり、独自に写

真や資料を持ち寄るなど、自主的・積極的に話し合いの場

を設け、最終的に「まちづくりを考える女性の会」を発足

するに至った(5)。住民が協定を結ぶ上で誰もが納得のいく

基準が、港町つるがとしての資産の継承と祭りの時の山車

への誇りと愛着であり、「暮らしと賑わいが調和するまちの

演出」「山車の似合うまちの演出」をまちづくり方針とした。

デザインツールとしては、初期には和風建築物のみが目標

とされていたが、約 250mの通りにタイプの異なる２つの歴
史的建造物が現存するといった地区の価値を手がかりとし、

近代建築と木造和風建築が共存するまちなみ（図２）を基

調として設定した。また住民が提供した資料（図３）の中

で前掛けや凧が印象的であり、かつ住民の愛着も深く、地

区の個性を創出するモチーフとして活用することとなった。 

 
（２）蓬莱地区（お魚通り） 
 蓬莱地区は、カニの釜茹での風景が季節の風物詩として

伝えられるなど、「魚まち」として来訪者を意識したまちづ

くりについては気運が高まっていたが、相生地区と比べて

際立った歴史的建造物がなく、景観としては残すべき地区

ではないし、その要素がないというのが当初の意見であっ

た。しかしＷＳを重ねることで、建て替わっている建物に

も、通り沿いに設けられた長いスパンの庇や茶系の壁面な

ど、古くからの魚まちの要素が地区の随所に継承されてい

ることを発見し、その共有財産を基調にして賑わいを今か

ら創っていこうという意識が芽生えたのが特徴である。さ

らに、庇を揃えて人の集う空間を創出することや、魚の加

工風景の見せ方など、化粧的な要素よりもまず空間的な演

出（図４）を重要視し、「魚まちとしてのイメージを継承し、

賑わいを創出する」を目標にしている。その背景として、

平成 21年 4月に完成した魚市場が、お魚通りに対して壁面
約 100mの大スケールであることがあり、ヒューマンスケー
ルを大切にしていくことが共通の思いとなった。 

（３）２地区間の連携と周辺住民への対応 
ＷＳが開催された回毎に、まちづくりトピックスとして

ニュースレターを作成して町内全戸に配布し、自治会への

説明等を通じて周辺住民にも制度の周知を図った。これは

情報発信という役割はもちろんであるが、同時期にＷＳが

進められた相生地区・蓬莱地区の両地区にとって、お互い

に計画内容や展開状況を意識し合うことになり、計画策定

に向けて良い意味での競争意識が芽生えたこと、さらに個

別に進められたＷＳでありながら、一体感が創出できたこ

とに大きな意義があった(6) 。 
３－４．景観形成基準への具現化 
ＷＳでは街並み整備の実施に向けて気運が高められ、全

体としての共通認識が図られた。その中で建替を予定して

いる個別の案件に対して、相談を受けたり、個々の建築物

の街並みにおける重要性の理解度を高めるため、プランの

検討や、外観イメージ図の提示等の提案を行った（図５）。

実践レベルでの検討は、計画策定の上で住民の理解熟度や

気運を高めるだけでなく、事務局側にとっても、より現実

に即した具体的な案の導入につながった。このような全体

のＷＳのみでは対処しきれない個別対応を通して、現在景

観条例第 1 号となる案件が進行しており、これが地区のモ
デルとなり触媒として個人の意識や実践レベルへの訴求力

をさらに高めることになることを期待している。 

　

図４.「お魚まち」らしい風情

出典：図２に同じ

魚の加工風景 　　　　　　　　　開放的な木造の店舗

主に博物館を基調 

出典：敦賀市舟溜まり地区 

景観形成推進計画平成21.4より作成 

図２.相生地区の２タイプのデザインツール 

敦賀酒蔵 敦賀市博物館 

主に敦賀酒蔵を基調 

主に博物館を基調 

出典：敦賀市舟溜まり地区 

景観形成推進計画平成21.4より作成 

図２.相生地区の２タイプのデザインツール 

敦賀酒蔵 敦賀市博物館 

主に敦賀酒蔵を基調 
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個別案件１ 

出典：敦賀市舟溜まり地区景観まちづくりＷＳ資料 

図５.個別の案件に対する具体的な図案化 

個別案件２ 

３－５．舟溜まり地区の景観形成基準の特徴と有効性 
舟溜まり地区の２地区の景観形成基準を表４に示す。地

域の全体像を重視しながら、特に「その他」の項目に見ら

れるように、居住者の日常行為自体が基準に組み込まれ、

個人による自主的な景観形成が意識されたという点に特徴

がある。相生地区では、地区固有のモチーフとして前掛け

や凧等を活用した意匠や一輪挿し等の身近な取組みに対し

て、蓬莱地区ではお魚のプレートまたは魚を見せる水槽等

の設置による、「魚まち」独特の来訪者をもてなす演出や、

特にカニの解禁時期に行われる釜ゆでや魚の加工風景とい

った、独自の景観となりうる作業場の内装に対しても補助

対象としている。舟溜まり地区では、建築物の建替を近年

終えたものが多く、即効性のある建築物の改修といった自

立的な更新が多くは望めないが、その様な住民にとっても

より関心を高め、恒常的に街並みを向上させることを可能

にするため、このような住民からの内発的な案が重視され

た。長期的な建物の建て替えを見込んだ景観条例として、

デザイン設定を行うのみでなく、現在現前する建物の有り

様も含めて与条件として受け入れデザイン指針を提唱して

おり、表面的な美しさだけでなく人の営みのぬくもりを取

り戻し、まちとしての生命感が生み出されることが期待で

きる取組みであるといえる。 

蓬莱地区（お魚通り）

対象 修景基準内容 修景基準内容

1 位置 ・できる限り博物館通りに接して建てるように努める

2 高さ ・敦賀市立博物館を超えない高さとする

木造
・博物館通りに対して平入りを基調とし、勾配屋根を原則とする。
・瓦葺を原則とし、※１

以外
・博物館通りに対して平入りを基調とした勾配屋根を設けるように努
める　※１

角蔵 ・保存、修復に努め、屋根は瓦葺の勾配屋根とし※１

木造
・博物館通りに面した１階部分に庇、下屋を設ける場合は瓦葺と
し、※１

以外 ・博物館通りに面した１階部分に庇、下屋を設ける場合は※１

木造 ・博物館通りに面する壁面は板張りとし、※１

以外
・博物館通りに面する壁面は板張りとし、※１
・３階建以上のビルの場合、博物館と同系色の栗色系、その他沿
道の景観と調和した色彩のものとするよう努める

角蔵 ・保存、修復の際の壁面は漆喰壁とする

木造
・通りに面する窓や出入り口は、木調のサッシ、建具を設けるか、木
製格子を設け、※１

以外
・通りに面する窓には、木製格子を設けるよう努め、※１
・店舗店頭部にｼｮｰｳｨﾝﾄﾞｳを設置するよう努める

7 照明設備
・夜間に建物壁面、開口部、ｼｮｰｳｨﾝﾄﾞｳ等をﾗｲﾄｱｯﾌﾟできるような
照明設備の設置に努める

8 工作物等

9
広告物、
その他

・過度に派手なネオンサインや動光看板は設置しない
・通りの見通しを遮る袖看板は設置しない
・看板を設置する場合は、壁面ないし屋根上部に木製看板を設置
する
・古くからの港町の雰囲気を創出する固有の景観物（前掛け、凧
等）の活用や、来訪者に向けた演出（一輪挿し、暖簾等）を行うよう
努める

・過度に派手なネオンサインや動光看板は設置しない
・建物に設置する看板は木製看板、その他景観に調和した形状、
材質、色彩のものとする
・卸売事業所の建物の壁面等に、地区内共通のサイン（お魚プ
レート等）、案内板等を設置する様努める
・お魚通りの固有の景観として、通りから見える作業場の内装につ
いては、板張りの腰壁や漆喰壁など、古くからの面影を留めるよう
に努める

・通りに面して駐車場や庭を設ける場合、沿道の景観と調和した門、塀、柵、生垣等で修景する
・通りに面して室外機等を設置する場合は、木製格子等で囲う
・道路や公園等に面した敷地内空地等では、公共空間と一体性を演出できる舗装材等で舗装を行うよう努める

※１　：　色彩は無彩色（灰色～黒）又はこげ茶色、その他沿道の景観と調和した色彩のものとする。
＊木造：木造和風建築物、以外：木造和風建築物以外、角蔵：敷地の奥に建てられている土蔵のこと。

5 壁面

・建物１階又は１～２階部分は板張り、板張り風壁材を基本とし、※
１

6 開口部

・店舗や加工場の店頭部では、ｼｮｰｳｨﾝﾄﾞｳ（魚を見せる水槽、ｼｮｰ
ｹｰｽを含む）や、ガラスの大きな建具を設置するように努める
・ｼｬｯﾀｰはﾊﾟｲﾌﾟｼｬｯﾀｰを用いる等、沿道の景観との調和に配慮す
る

・勾配屋根を設けることとし、お魚通り沿道では妻入りを基調とする
・瓦葺、銅板葺、その他沿道の景観に調和した材質のものとする

4 庇
・1階部分に庇を設けることとし、形状は連続性のある街並み形成
に向けて、沿道の景観と調和したものとする
・瓦葺等、その他沿道の景観に調和した材質のものとする　※１

項目
相生地区（博物館通り）

3 屋根

表４.景観形成基準（概要抜粋）                  出典：敦賀市舟溜まり地区景観形成推進計画H21.4より作成 
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４．まとめ 
 全国で策定されている景観条例に基づいた景観計画のガ

イドライン事項において、近年では地域環境の特徴を活か

した多様な基準内容が見られ、地域の固有性の創出に向け

た能動的な取組みが伺える。しかし、その取組みは依然一

部の地域に限られており、また歴史的な景観を有する区域

においてがほとんどである。 
本事例は、歴史的建造物の少ない一般の既成市街地にお

いて、地区の個性ある景観計画の策定に至ったものであり、

他の事例におけるさらなる応用と検証が必要であるが、数

多く存在するこのような一般的な市街地においてのひとつ

の参考モデルになると考える。 
本ＷＳを通じて得られた知見として、地域固有の景観計

画づくりに重要な事項について、次の４点を指摘したい。 
（１）固有の景観モチーフの抽出 
歴史的建造物の少ない一般市街地においても、拠り所と

なる建築物を目標像として共有すること、また共通の要素

を建設的に拾い出し、それを基調に景観を創出していくこ

と、さらに共通の目標を設定する際には、既往の景観計画

に見られた様な、建築の技術や素材の固定化といった形態

学的なデザイン手法のみでなく、住民が抱くイメージや住

民自らがもちよるアイディアに注目することによって、地

域性をうたうことは有効である。そのためには、地区の特

性やコミュニティを的確に把握し、地区の全体像を重視し

ながらも柔軟に区域を設定することが求められる。 
（２）固有の景観イメージの記譜化、明文化 
地区全体の将来像や、個別の案件に対してもできるだけ

具体的に図案化することで、目標像を共有するとともに景

観への理解を身近なものにし、住民の気運を高めることが

必要と考える。また、住民の要求からなされた日常的な感

覚や内発的な提案（それが風情や演出といった定量化しに

くい曖昧なものであったとしても）を丹念に把握し、具体

的施策として明文化して条例にできる限り取り込み、運用

に重点をおいた基準によって、生活の細部づくりの支援を

図ることが重要である。 
（３）計画の位置づけ、制度の支援環境の充実 
現在多くの市町村で策定されている景観計画は、景観へ

の理解を高める契機として機能している点もあるが、私権

の制限を伴う景観規制だけでは、住民の志気は不十分であ

り理解が得られない場合が多い。まちづくりと景観整備を

一体的に進めることにより街の将来像を明確にして、住民

の景観整備への参加意欲を高めていくことが必要である。

本ＷＳでこれを可能にしたのは、行政による都市再生整備

計画における中心市街地活性化計画の位置づけの支援が背

景にあったことが大きい。 
（４）計画策定へのインセンティブ 
以上のような取組みを通して、住民の内発的な空間整備

に事実上の公共性が認められ、質の高い合意と気運が形成

された。これら住民の内発的な思いを形にし、さらに景観

形成基準として反映・活用を図るには、シャレットＷＳに

よる住民を主体とした事前協議の充実と、ファシリテータ

ー機能（行政・専門家・コンサルタント・学識者）の連携

した役割が必要で、このような各自治体における仕組みを

確立することが、地域の個性を尊重した景観を創出する上

で重要な課題であると考える。 
今後は、本制度が適切に活用され継続的に普及し、さら

に周辺地域の景観形成・推進に展開していくことが望まれ

る。そのためのデザイン誘導や制度の運用については今後

の研究課題としたい。 
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【補注】 
(1)平成18年 7月から平成19年 8月にかけて、蓬莱町自治会・相
生町自治会・漁業協同組合・魚商協同組合による、舟溜まり周辺景
観ＷＳを開催している（ＷＳ3回、分科会4回）。これまでの経緯に
ついて詳しくは、参考文献10)に記述されている。 
(2) 滋賀県の住民協定の内容については、資料を入手して検証し、
長野県と島根県については、Web上で確認できた一部の協定内容を
除いて、平成 21年 3月～4月にかけて電話でのﾋｱﾘﾝｸﾞを行った。 
(3)長浜市北国街道町衆の会による「北国街道を守り育てる協定
（H3.1）」では、建築物を「長浜らしさをつくる建築デザインマニ
ュアル」を参考にすることを協定で定めている。 
(4)H19.12 に中心市街地活性化協議会が設立され、港周辺部会を中
心に、舟溜まり地区周辺を核としたまちづくりが進められている。 
(5)女性の地元住民からの呼びかけで、行政を含めた個別の話し合い
の場が H20.12と H21.2の 2回設けられ、すぐにでもできる取組み
として、各戸の軒先に一輪挿しを飾ることや、祭りの時には玄関先
に暖簾を下げること、住民所有の凧のコレクションやまちの古い写
真を窓辺等に飾ることなどが、アイディアとして提案された。 
(6)例えば、相生地区で「地区の歴史を紹介する案内板を共通に設置
する」といったことに対して、ならば蓬莱地区では、「共通でお魚
プレートを設置しよう」といった動きがあった。 
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